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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　　　
テ
レ
ビ
に
て

　「（
リ
コ
リ
コ
か
〜
面
白
い
な
。
千
束
め
っ
ち
ゃ
可
愛
い
）」

　
←

　
テ
レ
ビ
見
な
が
ら
見
て
た
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
に
デ
ッ
プ
ー
映
る

「
ん
?
」



　
←

　
テ
レ
ビ
見
る

　
←

　
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
見
る

　
←

　
テ
レ
ビ
見
る

　
←

　
Ｔ
ｉ
ｋ
Ｔ
ｏ
ｋ
見
る

　
←

「
こ
　
れ
　
だ
」

　　
と
い
う
わ
け
で
リ
コ
リ
コ
に
現
地
民
系
デ
ッ
プ
ー
を
ミ
キ
サ
ー
し
て
み
ま
し
た
。
デ
ッ
プ
ー
も
面

白
い
よ
ね
。
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第
１
話
『
赤
い
ア
イ
ツ
（
変
態
）
が
現
れ
た
』

　　　　
東
京
。

　　
そ
れ
は
日
本
の
中
で
も
ダ
ン
ト
ツ
ト
ッ
プ
＆
ナ
ウ
で
ヤ
ン
グ
な
イ
ケ
イ
ケ
都
市
だ
。
え
?
こ
の
表

現
古
い
?
甘
い
な
ぁ
〜
、
俺
ち
ゃ
ん
た
ち
が
若
い
時
っ
て
そ
ん
な
イ
ケ
イ
ケ
都
市
に
山
姥
な
ギ
ャ
ル

ギ
ャ
ル
集
団
が
跳
梁
跋
扈
し
て
た
時
代
だ
ぜ
?
今
は
令
和
?
何
そ
の
お
礼
せ
び
る
ウ
ゼ
ェ
奴
が
吐
く

セ
リ
フ
み
て
ー
な
元
号
。
令
和
?
レ
イ
ワ
?
礼
は
?
え
?
ウ
ザ
い
?
よ
ー
し
そ
れ
じ
ゃ
あ
こ
こ
で
面

白
い
発
見
を
教
え
て
や
ろ
う
。
こ
れ
な
ら
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
も
夢
じ
ゃ
ね
ぇ
ぜ
!

　　
い
い
か
…
?

　　　

1  第１話『赤いアイツ（変態）が現れた』



　　　　　　　　　　　　　　レ
イ
ワ
っ
て
…
一
瞬
レ
○
プ
と
見
間
違
え
る
ん
だ
ぜ
?

　

そ
っ
ち

画
面
の
向
こ
う
側

　
え
?
そ
れ
Ｒ
１
８
?
１
５
も
１
８
も
ほ
ぼ
同
じ
だ
ろ
?
大
体

の
俺
ち
ゃ
ん
な
ん
て
硝
煙
を

2



オ
○
ネ
タ
に
す
る
と
か
ほ
ざ
い
て
る
か
ら
今
更
だ
ぜ
。
あ
?
「
俺
は
純
愛
し
か
認
め
な
い
」
?
知
ら

ね
ぇ
よ
!
こ
ち
と
ら
レ
○
プ
で
ズ
ッ
コ
ン
バ
ッ
コ
ン
ズ
ッ
コ
ン
バ
ッ
コ
ン
し
て
か
ら
の
珍
毛
万
毛
か

ら
の
快
楽
の
マ
リ
ア
ナ
海
溝
ま
っ
逆
さ
ま
を
純
愛
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
よ
り
推
し
て
ん
だ
か
ら
な
ぁ
!

え
?
規
約
に
引
っ
か
か
る
?

　バ
ッ
チ
ィ
鯉
じ
ゃ
そ
ん
な
も
ん
!!

　　
※
ハ
ー
メ
ル
ン
規
約
違
反
に
よ
り
、
今
話
を
持
ち
ま
し
て
こ
の
小
説
は
削
除
さ
れ
ま
し
た
。
ブ
ラ
ウ

ザ
バ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　

3  第１話『赤いアイツ（変態）が現れた』



　　　　　　　　　　　　　「
新
垢
作
っ
て
来
た
ぜ
ェ
!!
」

　

Ｄ
Ｄ
ｅ
ａ
ｄ

Ｐ
Ｐ
ｏ
ｏ
ｌ

リ
コ
リ
ス
・

〜
赤
彼
岸
花
と
不
死
身
の
傭
兵
〜

　

4



????????
　

　　
東
京
某
所
。
と
あ
る
ビ
ル
内
部
…
。

　「
…
東
の
龍
」

「
西
の
虎
」

「
よ
し
。
入
れ
」

　　
ド
ア
の
前
で
暗
号
を
交
わ
し
た
男
は
、
鍵
が
開
け
ら
れ
た
ド
ア
を
く
ぐ
る
。
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
た

額
に
は
傷
、
そ
の
右
手
に
は
鈍
い
銀
色
に
輝
く
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
と
、
コ
ッ
テ
コ
テ
の
ヤ
ク
ザ
風
の

男
は
真
っ
暗
な
部
屋
の
中
、
唯
一
あ
る
窓
か
ら
漏
れ
る
月
明
か
り
を
頼
り
に
し
て
、
部
屋
の
中
に
い
た

男
と
互
い
に
視
線
を
交
わ
す
。

　「
ブ
ツ
は
?
」

「
…
…
…
金
は
?
」

「
…
…
…
」

　

5  第１話『赤いアイツ（変態）が現れた』



　
部
屋
の
中
に
い
た
男
の
問
い
か
け
に
、
入
っ
て
き
た
男
は
無
言
で
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
を
開
け
て
返

答
す
る
。
そ
し
て
入
っ
て
き
た
男
の
質
問
に
も
、
中
に
い
た
男
は
自
身
の
足
元
に
置
い
て
い
た
ア
タ
ッ

シ
ュ
ケ
ー
ス
を
開
け
て
返
し
た
。

　　
部
屋
の
中
に
い
た
男
の
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
に
は
万
札
が
束
に
な
っ
て
ギ
ッ
シ
リ
と
、
入
っ
て
き
た

男
の
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
に
は
緩
衝
材
に
包
ま
れ
た
五
本
の
注
射
器
に
そ
れ
ぞ
れ
装
填
さ
れ
て
い
る

緑
色
の
液
体
。

　　
詰
ま
る
所
、
こ
れ
は
違
法
薬
物
の
遣
り
取
り
だ
。
何
時
の
時
代
も
こ
う
い
っ
た
モ
ノ
は
闇
に
紛
れ
て

遣
り
取
り
さ
れ
る
。
と
、
入
っ
て
き
た
男
の
胸
が
光
り
な
が
ら
小
刻
み
に
震
え
始
め
た
。

　「
…
悪
い
。
す
ぐ
に
切
る
」

「
さ
っ
さ
と
し
ろ
」

　　
入
っ
て
き
た
男
は
、
バ
ツ
が
悪
そ
う
に
胸
の
内
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ス
マ
ホ
を
出
し
た
。
画
面
に
は
な
ぜ

か
【
非
通
知
着
信
】
と
あ
る
。

　

6



　
だ
が
、
男
は
何
の
躊
躇
も
な
く
そ
れ
に
出
た
。
元
よ
り
彼
の
ス
マ
ホ
に
か
か
っ
て
く
る
電
話
は
基
本

非
通
知
だ
か
ら
だ
。

　　
大
方
、
次
の
依
頼
だ
ろ
う
、
そ
う
思
い
な
が
ら
男
は
ス
マ
ホ
を
右
耳
に
当
て
た
。

　「
も
し
も
し
?
」

　　　　　　　　　　　

7  第１話『赤いアイツ（変態）が現れた』



　　　　　　「
私
デ
ッ
プ
ー
。
イ
マ
ア
ナ
タ
タ
チ
ノ
ウ
シ
ロ
ニ
イ
ル
ノ
☆
」

　「「
!?
」」

　　
そ
の
言
葉
に
反
応
し
、
男
た
ち
は
反
射
的
に
ド
ア
の
方
に
武
器
を
向
け
…

　　　　　　

8



　　　　　　　　　　Ｄデ
ッ

Ｐプ
ー

「

フ
ェ
ス
、
開
←
☆
幕
ゥ
→
!
」

　全
身
赤
タ
イ
ツ
に
覆
面
の
男

刀

や

銃

で

武

装

し

た

変

態

が
窓
か
ら
突
入
し
て
き
た
。

　「
Ｕ
Ｒ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
!!!!
」

　

男変
態

　
入
っ
て
き
た

は
、
両
手
に
握
っ
た
マ
シ
ン
ガ
ン
を
奇
声
と
共
に
乱
射
し
始
め
る
。

9  第１話『赤いアイツ（変態）が現れた』



　「
ム
ゥ
ダ
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無

駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無

駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無

駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無

駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無

駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無

駄
無
駄
痛
っ
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無

駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無

駄
無
駄
あ
だ
だ
だ
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無

駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無

駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無

駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無

駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無

駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無

駄
痛
い
痛
い
痛
い
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無

駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
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駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無

駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
タ

マ
ッ
!?
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無

駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無

駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無

駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無

駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
ハ
ー
ト
に
ズ
キ
ュ
ン
!?
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄

無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄

無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄

無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄

無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄

無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄

無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄

無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄

無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄

無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄

無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄

11  第１話『赤いアイツ（変態）が現れた』



無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄

無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
無
駄
あ
、
弾
切
れ
て
た
♨

?
」

　

中
の
人

声

優

　
具
体
的
に
は
１
２
８
回
目
の
「
無
駄
ァ
!
」
ぐ
ら
い
?
い
や
〜
、

が
同
じ
っ
て
文
字
数
稼
ぎ

に
便
利
だ
よ
な
。「
無
駄
」
だ
け
で
結
構
な
桁
の
文
字
数
稼
げ
た
ぜ
?
こ
の
素
晴
ら
し
い
世
界
で
俺

諭
吉
万

札

ち
ゃ
ん
が
好
き
な
モ
ノ
ラ
ン
キ
ン
グ
ベ
ス
ト
３
の

に
加
え
て
ラ
ン
キ
ン
グ
一
億
二
千
六
百
十
三

万
八
千
七
十
四
位
の
緑
色
の
液
体
が
…
…
…

　　　　　　　　　

12



　　　　　　　　　　

穴銃
痕

ほ
ぼ

だ
ら
け
だ
っ
た
わ
。

　　
本
日
の
デ
ッ
プ
ー
収
支
家
計
簿

　
１
億
（
目
算
で
）
の
中
の
辛
う
じ
て
無
事
だ
っ
た
諭
吉
７
０
０
万
─
（
跳
弾
に
よ
る
ス
ー
ツ
損
害
＋

弾
薬
費
）
＝
３
０
０
万
円
＋
こ
ち
ら
も
辛
う
じ
て
無
事
だ
っ
た
緑
色
の
液
体
（
注
射
器
付
き
）
１
本

　

男♂

　
よ
し
、
寿
司
だ
な
!!
回
る
無
添
な
く
ら
の
奴
!!!
ガ
チ
ャ
は

の
ロ
マ
ン
だ
ぜ
!!

13  第１話『赤いアイツ（変態）が現れた』



　????????
　

　

ま
た
・
・

「
…
…
…
す
み
ま
せ
ん
。

で
し
た
」

『
ま
た
?
…
…
…
そ
う
か
』

　
嵐変
態

　

が
去
っ
た
後
、
荒
れ
た
部
屋
に
は
黒
髪
の
美
少
女
が
二
人
の
男
の
死
体
と
そ
の
血
、
空
に
な
っ
た

ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
が
散
ら
ば
る
部
屋
で
電
話
を
し
て
い
た
。

　「
は
い
。
ま
た
…
─
─
」

　　
そ
う
言
い
な
が
ら
顔
を
上
げ
た
少
女
…
井
ノ
上
た
き
な
の
視
線
の
先
に
は
…

　　　　　

14



　　　　　　　　　　赤
い
円
に
白
黒
で
両
目
が
描
か
れ
た
マ
ー
ク
が
壁
に
濃
く
ペ
イ
ン
ト
さ
れ
て
い
た
。

　「
…
『
デ
ッ
ド
プ
ー
ル
』
で
す
」

　????????
　

　　
び
っ
く
ら
ポ
ン
酢
の
結
果
は
三
連
単
で
爆
死
し
た
わ
。

15  第１話『赤いアイツ（変態）が現れた』



　　
お
前
こ
れ
ホ
ン
ト
に
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
出
す
気
あ
る
の
?

　　
※
全
国
の
く
ら
寿
司
の
皆
様
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

16



第
２
話
『
変
態
は
結
構
堂
々
と
し
て
い
る
』

　　　「
フ
ン
フ
ン
フ
ッ
フ
ー
っ
て
よ
く
わ
か
ら
ん
鼻
歌
歌
う
奴
い
る
け
ど
あ
れ
ぶ
っ
ち
ゃ
け
尺
稼
ぎ
だ
よ

な
ー
」

　　
パ
ラ
パ
ラ
と
札
束
を
数
え
る
我
等
が
デ
ッ
ド
プ
ー
ル
。
そ
の
周
囲
は
と
い
う
と
…

　　　　　　　　

17  第２話『変態は結構堂々としている』



　　　　　　　倒
れ
伏
し
た
男
が
約
十
名
お
り
、
部
屋
は
銃
痕
や
ら
散
ら
ば
っ
た
木
製
の
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
で
荒
れ
果

て
て
い
た
。

　　
軽
く
経
緯
を
説
明
す
る
と
…

　　
デ
ッ
プ
ー
、
大
好
物
の
チ
ミ
チ
ャ
ン
ガ
を
買
い
に
メ
キ
シ
コ
料
理
の
バ
ー
へ
行
く

　
←

　
た
ま
た
ま
そ
こ
が
一
仕
事
終
え
た
ば
か
り
の
強
盗
団
が
占
拠
し
て
い
た

　
←

デ
ッ
プ
ー

全
身
赤
タ
イ
ツ
の
変
態

　
当
然
堂
々
と
乗
り
込
ん
で
き
た

に
攻
撃
す
る

18



　
←

　
反
撃
さ
れ
て
全
滅
。
ち
ゃ
っ
か
り
札
束
は
一
部
頂
戴
し
た

　
←

　
今
こ
→
こ
←

　「
ア
ミ
ー
ゴ
!
チ
ミ
チ
ャ
ン
ガ
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
!!
」

「
!?
え
、
え
と
…
数
は
…
」

２
ダ
ー
ス

２

４

個

「
１
…
い
や
、

プ
リ
ー
ズ
。
代
金
は
こ
れ
な
。
迷
惑
料
も
含
め
て
だ
」

「
え
!?
え
と
…
よ
ろ
し
い
の
で
?
」

　　
そ
う
言
っ
た
デ
ッ
ド
プ
ー
ル
が
カ
ウ
ン
タ
ー
に
置
い
た
の
は
、
先
ほ
ど
の
強
盗
団
の
モ
ノ
の
中
の
彼

が
取
ら
な
か
っ
た
分
な
の
で
、
ぶ
っ
ち
ゃ
け
そ
ん
な
困
惑
せ
ん
で
も
い
い
の
に
、
と
思
い
な
が
ら
デ
ッ

ド
プ
ー
ル
は
カ
ウ
ン
タ
ー
に
左
肘
を
置
い
て
ズ
イ
っ
と
店
主
に
顔
を
寄
せ
る
。

　「
俺
ち
ゃ
ん
が
こ
の
世
で
信
じ
る
モ
ノ
は
四
つ
だ
…
…
…
一
つ
目
、
金
。
二
つ
目
、
報
酬
を
た
ん
ま
り
く

Ｂボ
ン

Ｑ
キ
ュ
ッ

Ｂボ
ン

ｂ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

尚

良

し

れ
る
依
頼
人
。
三
つ
目
、

の
美
女
。
二
十
代
半
ば
な
ら

。
そ
し
て
四
つ
目
が

…
」

19  第２話『変態は結構堂々としている』



「
美
味
い
メ
キ
シ
コ
料
理
作
る
ヤ
ツ
」

「
っ
つ
ー
わ
け
な
の
で
、
こ
の
店
が
潰
れ
る
の
は
困
る
の
よ
。
あ
ー
、
あ
と
つ
い
で
に
言
っ
と
く
と
、
ソ

ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
載
っ
て
る
奴

警

視

庁

の

指

名

手

配

者

イ
ツ
ら
の
頭

だ
か
ら
金
に
は
困
ら
ね
ぇ
だ
ろ
う
し
な
」

「
…
あ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
…
!!
」

「
男
か
ら
の
礼
と
か
い
い
か
ら
ち
ゃ
っ
ち
ゃ
と
頼
む
わ
」

　　
そ
う
こ
う
し
て
、
完
成
し
た
揚
げ
た
て
の
チ
ミ
チ
ャ
ン
ガ
を
袋
に
入
れ
、
そ
の
取
っ
手
を
背
中
に
背

負
っ
た
２
本
の
刀
の
柄
に
引
っ
か
け
た
デ
ッ
ド
プ
ー
ル
は
…

　　　　　　　　　

20



　　　　　「
バ
バ
バ
バ
バ
バ
バ
バ
バ

!!!!!
Ｆ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
ｕ
!!!
」

　

Ｃ
４
爆

弾

　
…
マ
シ
ン
ガ
ン
と

で
店
に
風
穴
を
開
け
な
が
ら
夜
闇
に
消
え
て
い
っ
た
。

　「
…
…
…
…
…
…
」

「
─
─
─
や
っ
ぱ
爆
発
か
ら
の
脱
出
す
る
瞬
間
が
最
高
に
ヒ
ー
ロ
ー
や
っ
て
る
っ
て
実
感
で
き
る

ぜ
ェ
ェ
ェ
ー
ー
〜
…
…
…
!!!
」

「
…
…
…
感
謝
な
ん
て
、
し
な
き
ゃ
よ
か
っ
た
…
」

　　
夜
闇
に
消
え
る
デ
ッ
ド
プ
ー
ル
に
、
店
主
は
半
分
泣
き
な
が
ら
そ
う
呟
い
た
。

　　

21  第２話『変態は結構堂々としている』



????????
　

　「
…
…
…
あ
り
ゃ
、
ま
た
酷
い
こ
と
に
な
っ
て
る
な
…
」

「
ん
?
ど
っ
た
の
先
生
」

　　
翌
日
、
朝
。
テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
和
装
黒
人
…
こ
こ
、
喫
茶
リ
コ
リ
コ
の
店
長
で
あ
る
ミ
カ
の
言
葉

に
、
カ
ウ
ン
タ
ー
の
椅
子
に
座
っ
て
い
た
白
髪
の
少
女
…
錦
木
千
束
が
問
い
か
け
た
。

　「
ほ
ら
、
あ
れ
…
」

「
ほ
ぇ
?
」

『
…
…
昨
夜
、
東
京
池
袋
に
て
発
生
し
た
銀
行
強
盗
事
件
は
、
容
疑
者
ら
九
名
が
死
亡
の
た
め
、
そ
の
ま

ま
書
類
送
検
と
な
り
ま
し
た
。
九
名
は
全
員
、
都
内
の
メ
キ
シ
カ
ン
バ
ー
で
銃
と
思
わ
れ
る
凶
器
で
撃

た
れ
、
死
亡
し
て
お
り
、
盗
ま
れ
た
札
束
の
一
部
も
紛
失
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
店
主
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
、
容
疑
者
を
殺
害
し
た
の
は
『
デ
ッ
ド
プ
ー
ル
』
と
名
乗
る
男
性
で
、
詳
細
は
不
明

と
の
こ
と
で
す
。
残
さ
れ
て
い
た
手
紙
と
、
店
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
音
声
か
ら
、
死
亡
し
た
容
疑
者
の
一

人
は
五
年
前
に
強
盗
事
件
で
警
視
庁
が
指
名
手
配
し
て
い
た
男
で
あ
る
と
判
明
、
店
主
に
は
褒
賞
金
が

支
払
わ
れ
ま
し
た
。
警
察
は
、
今
回
の
事
件
の
原
因
究
明
を
急
い
で
い
ま
す
』

22



「
デ
ッ
ド
プ
ー
ル
…
?
」

「
最
近
名
を
上
げ
た
傭
兵
さ
。
噂
で
は
、
金
の
た
め
な
ら
何
で
も
す
る
と
か
…
全
身
赤
タ
イ
ツ
の
変
態

だ
と
か
」

「
う
へ
ぇ
…
怖
い
し
キ
モ
っ
」

「
そ
の
点
、
腕
は
か
な
り
の
も
の
だ
。
実
際
…
」

「
実
際
?
」

「
…
た
き
な
が
出
し
抜
か
れ
た
か
ら
ね
」

「
あ
〜
…
え
!?
だ
か
ら
た
き
な
が
あ
ん
な
風
に
…
?
」

　　
チ
ラ
リ
と
二
人
が
座
敷
の
方
を
見
る
と
…

　「
な
ん
で
私
が
傭
兵
に
な
ん
で
私
が
傭
兵
に
な
ん
で
私
が
傭
兵
に
な
ん
で
私
が
傭
兵
に
…
」

「
あ
〜
あ
…
あ
れ
相
当
凹
ん
で
る
よ
…
」

　　
普
段
は
滅
多
に
感
情
を
出
さ
な
い
た
き
な
が
、
机
に
突
っ
伏
し
な
が
ら
ブ
ツ
ブ
ツ
と
言
っ
て
い
た
。

ど
う
や
ら
ぽ
っ
と
出
の
男
に
出
し
抜
か
れ
た
の
が
プ
ラ
イ
ド
に
障
っ
た
よ
う
だ
。

　

23  第２話『変態は結構堂々としている』



「
…
あ
、
た
き
な
は
あ
の
日
何
の
任
務
だ
っ
た
の
?
」

「
た
し
か
…
違
法
薬
物
の
現
場
を
押
さ
え
に
行
っ
て
も
ら
っ
て
た
ん
だ
け
ど
…
ど
う
や
ら
そ
の
デ
ッ
ド

プ
ー
ル
が
１
本
持
っ
て
い
っ
た
そ
う
な
ん
だ
。
そ
れ
も
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」

「
ふ
〜
ん
…
…
あ
そ
う
だ
た
き
な
!
買
い
物
行
こ
!
」

「
行
き
ま
せ
ん
」

「
失
敗
と
か
い
つ
ま
で
も
引
き
ず
っ
て
な
い
で
!
ほ
ら
、
行
〜
く
〜
ぞ
〜
!
」

　　
そ
う
言
い
な
が
ら
、
千
束
は
半
ば
強
引
に
た
き
な
を
連
れ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

　????????
　

　　
そ
う
し
て
二
人
は
現
在
、
喫
茶
リ
コ
リ
コ
の
最
寄
り
駅
か
ら
渋
谷
へ
行
く
電
車
に
乗
ろ
う
と
し
て
い

た
。

　「
は
い
は
い
、
後
つ
っ
か
え
る
か
ら
、
早
く
早
く
」

「
い
え
、
で
す
か
ら
…
…
…
」

　

24



　
自
分
を
グ
イ
グ
イ
と
押
す
千
束
に
文
句
を
言
お
う
と
し
た
た
き
な
が
電
車
に
入
る
直
前
に
後
ろ
目

で
見
た
の
は
…

　　　　　　　　　　　　　　　

25  第２話『変態は結構堂々としている』



全
身
赤
タ
イ
ツ
の
変
態

デ
ッ

ド

プ
ー

ル

駅
の
立
ち
食
い
蕎
麦
屋
に
入
る

だ
っ
た
。

「
!?
ま
…
」

「
は
い
ご
乗
車
ー
!!
」

　

そ
れ
デ
ッ
プ
ー

　
だ
が
、
た
き
な
が

を
視
認
し
た
直
後
、
た
き
な
を
押
し
入
れ
た
千
束
の
後
ろ
で
自
動
ド
ア
が
閉

ま
っ
た
。

　「
ッ
待
っ
て
く
だ
さ
い
!!
今
な
ら
ま
だ
!!
」

「
ち
ょ
っ
、
落
ち
着
い
て
た
き
な
!
ど
う
し
た
の
!?
」

　　
い
き
な
り
電
車
の
緊
急
停
止
ボ
タ
ン
を
押
そ
う
と
し
た
た
き
な
を
慌
て
て
千
束
は
止
め
な
が
ら
問

い
か
け
る
。
先
ほ
ど
も
言
っ
た
が
、
普
段
の
彼
女
は
あ
ま
り
感
情
を
表
に
出
さ
な
い
。
つ
ま
り
そ
れ
ほ

ど
の
何
か
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　「
居
た
ん
で
す
!
デ
ッ
ド
プ
ー
ル
が
!
」

「
…
…
…
…
…
…
へ
?
」

　

26



　
そ
の
言
葉
に
、
千
束
は
耳
を
疑
っ
た
。

　　????????
　

　
　
　

「
ズ
ゾ
ゾ
ゾ
ゾ
…
…
あ
"
ぁ
〜
…
朝
の
立
ち
食
い
蕎
麦
は
マ
ジ
で
身
体
に
ク
る
ぜ
〜
…
海
老
天
美

味
っ
」

「
…
え
っ
と
お
客
さ
ん
…
コ
ス
プ
レ
?
」

ア
キ
バ

秋

葉

原

「
ん
?
お
う
。
ち
ょ
っ
と

ま
で
デ
レ
マ
ス
の
智
絵
里
ん
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
買
い
に
。
デ
レ
マ
ス

の
推
し
は
や
っ
ぱ
智
絵
里
ん
よ
。
タ
ッ
チ
は
ノ
ー
な
。
Ｙ
Ｅ
Ｓ
ロ
リ
ー
タ
Ｎ
Ｏ
タ
ッ
チ
の
法
則
、
い
や

鉄
則
だ
」

「
…
そ
の
格
好
で
?
」

「
ま
ぁ
、
顔
面
の
方
は
ち
ょ
い
と
訳
ア
リ
で
な
。
身
体
の
方
は
顔
面
と
オ
ソ
ロ
っ
て
ワ
ケ
よ
」

「
…
お
、
お
ぅ
…
…
…
」

　　
全
身
赤
タ
イ
ツ
が
マ
ス
ク
の
下
を
割
り
箸
２
本
で
抉
じ
開
け
な
が
ら
蕎
麦
を
啜
っ
た
り
天
ぷ
ら
を

齧
る
光
景
は
立
ち
食
い
蕎
麦
屋
に
中
々
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
し
て
い
た
。

27  第２話『変態は結構堂々としている』



　????????
　

　　
昼
過
ぎ
、
一
通
り
買
い
物
と
い
う
名
の
た
き
な
の
気
分
転
換
（
強
制
）
を
終
え
た
二
人
は
渋
谷
の
ス

ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
付
近
に
い
た
。

　「
ね
ぇ
た
き
な
、
ホ
ン
ト
に
い
た
の
?
」

「
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
と
い
う
か
こ
の
時
期
に
全
身
赤
タ
イ
ツ
の
男
性
が
他
に
い
る
と
思
い
ま
す
か

?
」

「
ん
〜
…
…
…
い
る
所
に
は
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
?
」

「
い
る
所
っ
て
何
処
で
す
?
」

「
…
…
…
…
…
…
知
る
か
っ
」

　　
脳
内
に
目
元
だ
け
を
隠
す
黒
い
マ
ス
ク
を
着
け
た
ボ
ン
テ
ー
ジ
の
女
性
が
、
四
つ
ん
這
い
に
な
っ
た

全
身
赤
タ
イ
ツ
の
男
の
背
中
を
ゲ
シ
ゲ
シ
と
ハ
イ
ヒ
ー
ル
で
蹴
る
光
景
を
思
い
浮
か
べ
た
千
束
は
顔

を
真
っ
赤
に
し
な
が
ら
吐
き
捨
て
た
。
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「
…
…
…
て
い
う
か
た
き
な
」

「
は
い
?
」

「
き
ょ
う
も
じ
ゅ
う
も
っ
て
き
た
な
き
さ
ま
」

「
だ
か
ら
行
き
た
く
な
い
っ
て
言
っ
た
ん
で
す
」

「
…
…
…
…
…
…
」

　　
た
き
な
は
超
が
付
く
ほ
ど
真
面
目
な
の
で
、
て
っ
き
り
素
で
持
っ
て
き
た
の
か
と
思
い
き
や
今
回
は

そ
れ
・
・

原
因
が
自
分
だ
っ
た
と
気
づ
い
た
千
束
が
明
後
日
の
方
向
を
向
い
た
時
、

が
目
に
入
っ
た
。

　「
…
…
…
…
え
?
」

「
千
束
…
?
…
…
…
…
…
…
!!
」

　　
突
然
上
を
見
た
千
束
の
目
線
を
た
き
な
が
追
う
と
…

　　　　

29  第２話『変態は結構堂々としている』



　　　　　　　　　　　　「
ん
〜
…
…
あ
の
店
の
チ
ミ
チ
ャ
ン
ガ
美
味
い
な
…
常
連
に
な
っ
ち
ゃ
お
う
か
Ｎ
Ａ
☆
」

　
　
　
　

　
と
あ
る
ビ
ル
の
屋
上
に
腰
か
け
、
マ
ス
ク
の
顎
部
分
を
も
っ
し
ゃ
も
っ
し
ゃ
と
動
か
し
な
が
ら
昨
日

全
身
赤
タ
イ
ツ
の
変
態

デ
ッ

ド

プ
ー

ル

買
っ
た
チ
ミ
チ
ャ
ン
ガ
を
食
べ
る

が
い
た
。
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「
ッ
!!!
」

「
ち
ょ
、
た
き
な
!!?
」

　　
そ
れ
を
見
た
た
き
な
は
躊
躇
な
く
ホ
ル
ス
タ
ー
の
銃
を
抜
き
、
デ
ッ
ド
プ
ー
ル
に
向
け
て
発
砲
す
る

も
…

　「
ほ
ぃ
」

　　
デ
ッ
ド
プ
ー
ル
は
左
手
で
抜
い
た
刀
で
飛
ん
で
き
た
弾
丸
を
真
っ
二
つ
に
斬
り
な
が
ら
昼
食
の
チ

ミ
チ
ャ
ン
ガ
を
食
べ
続
け
て
い
た
。

　

弾
丸
タ

マ

「
は
〜
、
主
人
公
補
正
っ
て
便
利
だ
よ
な
。
飛
ん
で
く
る

を
ノ
ー
ル
ッ
ク
刀
で
斬
れ
る
と
か
、
オ
リ

チ
ミ
チ
ャ
ン
ガ

ラ

ン

チ

主
の
特
権
だ
ぜ
?
…
…
ん
で
、
誰
だ
よ
俺
ち
ゃ
ん
の

タ
イ
ム
を
邪
魔
し
た
の
は
…
?
」

「
弾
丸
を
斬
っ
た
…
!?
し
か
も
ノ
ー
ル
ッ
ク
っ
て
…
」

「
ホ
ン
ッ
ト
ネ
ッ
ト
小
説
特
有
の
場
面
転
換
機
能
も
大
概
だ
よ
な
。
軽
く
５
０
メ
ー
ト
ル
は
離
れ
て
る

の
に
し
っ
か
り
聞
こ
え
て
く
る
ん
だ
か
ら
。
後
な
、
こ
れ
は
オ
リ
主
も
の
の
二
次
創
作
に
は
あ
り
が
ち

な
ん
だ
。
初
期
の
原
作
主
人
公
が
オ
リ
主
に
勝
て
な
い
展
開
」
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意
味
不
明
な

非

常

に

メ

タ

い

　
デ
ッ
ド
プ
ー
ル
の

話
は
さ
て
お
き
、
驚
く
千
束
を
置
い
て
、
発
砲
し
た
時
に
は
既
に
た

き
な
は
デ
ッ
ド
プ
ー
ル
が
座
っ
て
い
る
ビ
ル
に
入
り
、
階
段
を
駆
け
上
が
っ
て
い
た
。
リ
コ
リ
ス
と
し

て
鍛
え
ら
れ
た
彼
女
の
脚
力
は
、
２
分
と
立
た
ず
に
屋
上
の
扉
を
蹴
り
開
け
…
遂
に
デ
ッ
ド
プ
ー
ル
を

射
程
距
離
に
入
れ
た
。

　「
…
…
…
見
つ
け
ま
し
た
、
デ
ッ
ド
プ
ー
ル
」

「
お
っ
ほ
〜
、
俺
ち
ゃ
ん
っ
た
ら
い
つ
の
間
に
Ｊ
Ｋ
の
フ
ァ
ン
と
か
作
っ
ち
ゃ
っ
て
ん
の
?
あ
、
あ
と
銃

お
仕
置
き
に
処
す

ブ
ッ

飛

ば

す

撃
っ
た
の
キ
ミ
だ
よ
な
?

!!
（
豹
変
）」

　　
食
べ
か
け
の
チ
ミ
チ
ャ
ン
ガ
を
背
中
の
デ
ッ
ド
プ
ー
ル
印
の
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
た
デ
ッ
ド
プ
ー
ル

両
手
に
そ
れ
ぞ
れ

二

刀

流

ス

タ

イ

ル

で

は
、
直
ぐ
様
刀
を

持
っ
て
戦
闘
態
勢
に
入
っ
た
。
そ
し
て
た
き
な
も
後
ろ
腰
か
ら
、

巨
大
な
弾
倉
が
付
い
た
銃

軽

機

関

銃

を
デ
ッ
ド
プ
ー
ル
に
向
け
る
。

　

物
理
法
則
無
視
し
た

四

次

元

ポ

ケ
ッ

ト

作
者
ジ
ュ
ー
ク

「
…
お
い
お
い
、
そ
の

シ
ス
テ
ム
は
聞
い
て
ね
ぇ
ぜ

」

　

こ
ち
ら

画

面

パ
ー
テ
ィ
ー
ク
ラ
ッ
カ
ー

完

全

に

オ
ー

バ
ー

キ

ル

の

弾

幕

　
何
故
か

の
方
を
見
て
呟
く
デ
ッ
ド
プ
ー
ル
に
、
軽
機
関
銃
か
ら

が
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放
た
れ
た
。
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